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ニホンジカ
Cervus nippon centralis Kishida 

1983年9月丹沢山にて

高橋秀男氏撮影

中村一 恵(当館学芸員)

中国大陸には18種ものシカ類が分 と考えられている。わが国にはたっ

布しているのに、現在の日本列島に たl種のシカ類しか生息しないが、ニ

は、ニホンジカだけが生息している。 ホンジカのもつ変異の大きさは、日

日本産のニホンジカは6亜種に分類 本列島がいかに多様性に富む環境に

され、最大亜種は北海道のエゾジカ、 恵まれているかの証しでもある。写

最小亜種は屋久島のヤクシカである。 真はニホンジカの一亜種、ホンシュ

ニホンジカの形態上の変異は、大陸 ウジカである。丹沢山地を中心に生

産のシカ類5"-'6種に相当するもの 息している。
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発刊にあたって

横浜馬車道にあった神奈川県立博物

館が、歴史と自然の二つの館に生まれ

変わりました。生命の星 ・地球博物

館は3月20日、小田原市入生田に約

42，000平方メートルの敷地を使い、地

下1階地上4階、延面積19，000平方

メートルの規模でのスタートです。

日本は今、博物館・水族館ブームと

いえるくらい、次々に新しい施設が誕

生するなか、従来の実績をふまえ、か

つ現代性を十二分にとり入れた、コン

セプトのある新しい顔を造り出したの

が、この生命の星・地球博物館です。名

前もユニークですが、展示にもさまざ

まな新企画 ・新方針が採り入れられて

います。

博物館というと、何となくカビくさ

く薄暗い部屋に、古びた標本が並べら

れて、と，思ってこられた方も少なくな

いでしょう。しかし、今はそうではな

いのです。広くて、明るく、写真撮影

も、標本に手を触れるのも自由、とい

う全く別の世界が拓かれているのです。

博物館にはさまざまなスタイルと規
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生命の星・地球博物館館長漬田隆士

模があり、それぞれに特徴を競うのが

好ましい在り方といえます。ふつう館

には、これ、という“目玉"展示物があ

り、それを軸にPRが展開され、人気
も出てくるわけです。しかし、ここ生

命の星 ・地球博物館では、実はその目

玉というものを選んでいません。来館

された方の一人一人が、それぞれに

「アッ、これはすごい!Jとか、「ウワッ

ー び、っくりした」など思い思いに強

く印象づけられたもの、それこそが目

玉だろうと解釈しているのです。

エントランスホールでは、恐竜剛t
の水中 ・陸上 ・大空に君臨した古生物

の骨格標本がお出迎えし、 4階分吹き

抜けの地球・生命の大展示室から、 3

階へ上がって神奈川の自然・自然との

共生、さらにジャンボブ?ツク展示室へ

と続きます。エントランスと同じ無料

ゾーンのミュージアムシアターもまた

愉しい所です。

博物館には学習と娯楽両方の要素が

期待されるので、エデュテインメント

(楽修とでも訳しましょう)なる新語
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演目隆士館長。

に相応しく、ミュージアムライブラリ

ーでコンビュータ検索を楽しむことも

できます。生徒さん用に、実習実験室

も用意しました。

このコミュニケーション誌は、こ

のような新しい館のさまざまな表情を

お伝えし、できるだけ多くの方々に近

代総合自然博物館の歩む方向をご理解

いただけるよう、楽しい情報を満載 ・

発信していきたいと思っています。
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新しい博物館がめざすもの一一活動の抱負

さくよう標本の台紙貼り 一膨大な量の標本を貼るのはたいへんな作業だ。

まってあります。ときどき、防虫剤を

棚にいれて虫に食べられないようにし

ています。これは、手間のかかる仕事

ですが、貴重な標本を何百年も維持し

誰でも調べたい種類の標本をすぐに見

られるようにするために必要な作業で

す。

また、ラベルのデータはコンビュー

タに入力されているので、たとえば、

ある狭い地域で採集された標本のリス

トや、最近採集されなくなった種類の

リストを作ることもできます。日本国

内には大きい植物標本庫がいくつかあ

りますが、当館ほど標本のデータベー

ス化が進んでいる標本庫は他にないで

しょう。

学芸員が採集した標本の他にも、学

術的に意味深いと判断された標本は、

今後も活発に受け入れて行きたいと思

植物グループ

木場英久(当館学芸員)

スタッフ

植物グループには、 6人のスタップ

がいます。コケ ・キノコなどの非維管

束植物が専門の生出、維管束植物の

分類が専門で、カヤツリグサ科やタ

デ科など花の目立たない植物が得意

な勝山、イネ科植物が専門で、染色

体の観察もしている木場、植物の生

態が専門の田中の4人の学芸員と、

データベースの登録などの標本の整

理を担当している高橋 ・掛札の2人

の非常勤職員です。

「この草、何だろう?J rooという
植物はどこで見ることができますか?J

などの質問に、われわれがお答えしま

す。また、自然観察会などで、お会いす

ることもあるでしょう。今f麦ともよろ

しくお願いいたします。

収蔵庫

います。

神奈川県植物誌調査会

約16万点の標本のうち、半分は『神

奈川県植物誌 1988~ (神奈川県植物誌

調査会編)の証拠標本です。この植物

現在、当博物館の標本庫には約 16 誌は、当博物館の母体である神奈川県

万点の植物標本が収蔵されています。 立博物館と横須賀市博物館、平塚市博

1点1点の標本には、いつ、どこで、誰 物館、そして植物愛好家の県民の皆さ

が採集したかがわかるようにラベルを

つけて整理しています。そして、種類

ごとにまとめて、近縁な種類が近くに

なるように分類順にならべて棚にし

んが協力して調査を行い 1988年に発

行した本です。実物百科展示室でも 1

コーナーを設けてこの本を紹介してお

ります。この調査会では、西暦2∞0年
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を目標に植物誌の改訂を目標に活動を

続けています。植物グループでは、こ

の活動に積極的に参加、協力していく

方針でいます。

展示室・ミュージアムライブラリー

総合展示室では、植物が陸上での生

活に適応していく過程と、陸上植物が

もっとも繁栄している熱帯多雨林(巨

大な板根、ランなど)や草原について

また、神奈川の植物の由来や特徴を紹

介しています。実物百科展示室では、

「神奈川のコケと地衣Jr神奈川のキノ
コJr神奈川の四季の彩りJr渓流沿い
の植物Jr神奈川県植物誌1988Jなどの
コーナーで植物の展示を見ることがで

きます。とくに、「耕療川の四季の彩り」

では、春夏秋と季節が変わるごとに、

展示品を取りかえる計画です。

また、ミュージアムライブラリーで

は、自分でコンビュータを使って、県

内の植物に関する情報を調べることが

できます。名前のわかっている植物は

その写真や形の特徴を見ることができ、

名前のわからない植物は、現在は被子

植物の樹木についてのみですが、特徴

を入力して名前を調べることができま

す。知りたい植物がありましたら、ぜ

ひ調べてみてください。

FLORA KANAGAWA 
Dec. 24. 1994 No. 39 
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神奈川県植物誌調査会の機関誌

FLORA KANAGAWA 年 2~3

回発行される。



自然科学のとびら 第1巻第1号 1995年6月15日発行

動物グループ

高桑正敏(当館学芸員)

新しい博物館では、動物関係のスタ

ッフも8名に増えました。専門分野別

には貝類1、昆虫類2、魚類1、両生 ・

は虫類1、鳥類1、晴乳類1、動物生態

学1名となっており、この8名で動物

に関する調査研究、資料収集・整理保

管、展示、教育普及などの博物館活動

を行っていきます。

調査研究活動:昨年度には当館の総

合研究でミある県内のレッドデータ調査

の結果をまとめ、県内外からの大きな

反響がありました。動物は多様な生活

様式をとっていて、その調査は一律に

はいかず、困難な面が多いのですが、

今後も県内の動物相の変化に目を向け

ていくつもりです。また、それぞれの

分野の専門性を発揮して、学会から地

域的な動物相調査まで、幅広く活動し

ていきたいと思います。

資料収集活動:これまでに収集した

動物資料は、昆虫類の約12万点、貝類

の約4万点をはじめに相当数に及びま

すが、今後も積極的に県民の財産とし

て価値ある資料を収集していくつもり

長い尾をもつように特殊

化した昆虫のひとつ、

リボンヤママユ(生命

展示より)。

収蔵スペースも旧館とは比較にならな

いほど増大しました。未整理の資料も

多いのですが、研究者の要望に応える

ことができるよう、少しずつでも整理

していかねばならないと考えています。

展示活動:新しい博物館の展示テー

マは「生命の星・地球」という、これ以

上にない大きな課題です。生命展示室

ではそれを晴乳類や霊長類、魚類、見

虫類の世界において、多様性という形

で表現してみました。また、多様性を

触ることで理解できる部分は、手で触

れることもできるようにしました。フ

ラッシュによる写真撮影を認めたこと

と併せ、博物館の理想的な展示の先取

りをしたものと、ひそかに自負したい

です。幸いにして、新しい博物館での と思います。なお、ミュージアムライ

神奈川昆虫談話会

1954年に県立小田原高校の生物部の

OBと部員が中心となって誕生、機関

誌「神奈川虫報Jが創刊されました。当

初は湘南生物研究会昆虫談話会という

名称でしたが、活動が全県下に及ぶに

従い、 1966年に神奈川昆虫談話会とい

う会名に変更し、現在に至っています。

事務局は個人宅を点々としていました

関東西端部見虫相成因への試論」シン

ポジウム(大雪に見舞われたにもかか

わらず1∞名以上が参加)や港南台高島

屋における 「神奈川の昆虫展jを開催し

たほか、県内産既知甲虫3000種突破

(全国で初めての快挙)記念の祝賀会の

開催、さらには35周年記念として会員

内外からの新種記載論文多数を含む

「神奈川虫報」記念号 (256頁)を発行

したり、 「神奈川虫報J100号では県内

が、 1987年からは県立博物館に置くよ の昆虫だけを扱った記念号 064頁)と
うになりました。会員数はここ数年170 するなど、全国に注目される事業を行

180名で安定し、年6回の例会を開催

するとともに、「神奈川虫報」を年3-

4号(計150-2∞頁程度)、連絡誌「花

蝶風月Jを年6回程度(計60-80頁)

発行しています。日本でもっとも活発

な活動を行っている昆虫同好会のひと

つとされ、例会には常時25-40人程度

が参加し、しばしば50名を越えるほど

です。また、創立30周年を記念して「南

ってきています。このために1992年に

は、安藤為次記念財団から記念賞を授

与されました。

この会での悩みは、会員の高齢化。現

在は40代以上が大多数で、 30代以下は

非常に少なく、 10代に至ってはO人と

いう有様です。見虫相を解明したり、そ

の変遷を追ったりするためには、若い

うちからの経験が必要なのですが、こ
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ブラリーにおいては、神奈川の自然と

して鳥類、チョウ類、 トンボ類の3分

野が検索 ・照会できるようにしてあり

ます。今後は、こうした分野にも力を

注いでいきたいと考えます。

教育普及活動:新しい博物館独自の

観察会や学習会をいろいろと企画して

いるところです。学芸員の専門性を活

かし、県民の皆さんには楽しく面白く

博物への関心が高まるように、また各

分野の研究者にはより高度な興味が湧

くように努力していくつもりです。具

体的には県や博物館からの発信情報を

ご覧ください。

のままではやがて会活動が低下せざる

をえないと憂慮されています。とくに

若 ・低年齢の方々の入会が期待されて

います。

連絡先:当博物館内

高桑正敏・苅部治紀

神奈川虫報

100 
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Dec. 目白E

樽奈川毘盟問蕗会

機関誌 「神奈川虫報J。
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地球環境グループ

平田大二(当館学芸員)

新しい博物館には、地球科学分野を

担当する部門として、新たに古生物・

地球環境担当という部門が設置されま

した。この部門には、古生物学と地球

環境の2グループがあります。地球

環境グループは地質学、岩石学、鉱物

学、地球化学、海洋光学を専門とす

る学芸員5名により構成されています。

その活動は、地球の起源と進化、地球

環境の変遷など地琳臓の自然現象と、

地元神奈川の大地の生い立ちを対象に

して、展示活動や調査研究、資料収

集・整理保管、教育普及などを進めて

いきます。

展示のみどころ

「地球」展示室は、地球誕生と初期

地球の様子、地球の仕組み、地球の営

みが造り上げた景観と岩石、生命活動

による地球環境の変化などを題材に、

ストーリー性のある展示となっていま

す。地球や生命の起源と進化、そして

その相互のかかわり合いの歴史につい

て、最近の考え方を取り入れて大胆に

展開しました。このような展開をおこ

なううえで重要なのが、関石やプレカ

ンブリア時代の岩石に代表される世界

各地から収集された数多くの実物展示

資料です。

「神奈川」展示室は、プレートテクト

ニクスの考え方でみた神奈川の大地の

生い立ちを、 地質時代にそって展示し

ています。丹沢山地や箱根火山、相模

湾などの生い立ちと、そこに生息して

いた生物たちの歴史とを、岩石や化石

資料を豊富に用いて展開しています。

「共生」展示室は、地球環境と人間

活動とのかかわり合いについて考える

ことをテーマに展開しています。地球

環境の仕組み、地球環境の現実、人間

活動が地球環境に及ぼす影響について

人工衛星画像や写真データベースなど

を用いて解説し、これからの人類の進

むべき道について共に考えることを提

案しています。

完成間近の岩石

の壁(常設展示

室一地球 )。

調査研究活動

博物館も進化発展していく必要があ

ります。そのためには、学芸員の調査

研究活動や資料収集活動などの成果が

展示活動や普及活動に常に反映され、

博物館を充実させていくことが大切で

す。そこで新館となって、調査研究活

動も新しい枠組みで始められています。

テーマ性を重視し、外部の研究者の協

力を得て進める総合研究計画として、

「地球熱史」計画(平成6~8年度)が始

められています。地球の誕生から現在

まで、いかに地球はその内部の熱を外

部へ放出し続けてきたか、その結果ど

のような地球科学的な現象が起きたの

かを解明しようとするものです。また、

「伊豆・小笠原弧の地学的研究J(平成

7~9年度)もスタートしました。プレー

ト境界域に位置する、丹沢山地から伊

豆半島、伊E・小笠原諸島周辺の地質

発達史を解明しようとする計画です。

さらには、館職員によるグループ研究

「神奈川地学会」

1950年(昭和25年)に、新制大学

として発足したばかりの横浜国立大学

地学教室のスタッフが中心となり、地

学の啓蒙普及のためにできた同好会で

す。地学会の名の通り、対象とする分野

は地質、岩石、鉱物、化石、気象、気候、

天文まで地F料学全般にわたっており、

会員も大学や研究機関で地学を専門に

している研究者や、小中高の教師、趣味

でミ地学を愛好しているアマチュア、最

近地学に興味をもたれた初心者まで幅

5 

として、神奈川の地球誌編纂計画、県

内のエアロゾルの観測と分析計画にも

取り組み、神奈川の地粥ヰ学と地球環

境に関する基礎データを収集しデータ

ベースの構築を計ることを目指してい

ます。そして、学芸員個々の研究能力

を向上させるためものとして、個別研

究テーマを設定し、それぞれのテーマ

についても研究を進めていきます。私

たちは地球や生命、そして神奈川の自

然についてもっと知りたいし、もっと

知ってもらいたいと考えています。自

然を理解するためには、自然から学ぶ

のが一番です。博物館は、自然を学ぼ

うとする人たちにとって、その手助け

をするところであり、学芸員はその案

内役です。子どもからご年輩の方まで、

アマチュアから専門家まで、博物館を

利用する多くの方々にとって常に「聞

かれた博物館」であり続けられるよう、

努力していきます。

広い構成となっています。現在、会員は

約170名。年に l回の総会と随時野外

観察会や施設見学会を催しています。

また、会報「神奈川地学Jを年1回、そ

して地学ニュースを随時発行していま

す。現在、本部を横浜国大地学教室に置

き、事務局を県立生命の星・地球博物館

の地学スタッフで担当しています。今

後もより一層、地学の啓蒙につとめる

ため、活発に活動をおこなっていきた

いと考えています。お問い合わせは当

館気付、神奈川地学会事務局まで。
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古生物グループ

樽創(当館学芸員)

古生物のスタッフは、旧博物館では

地学グループの中に含まれていました

が、新しい博物館ではスタッフも増え

ーっの部門となりました。そして調査

研究、資料の収集保管、展示、普及など

の活動を行います。

さて、古生物といってもピンとこな

い人もいるかもしれません。しかし、

化石といえば誰で=も知っているでしょ

う。つまり普の生物、化石を扱う部門

です。化石の名前を調べる、昔の生物

がどんな生活をしていたか調べる、ど

の様に進化してきたかを調べるなど、

化石を調べるにはいろいろなアプロー

チの仕方があります。古生物のスタッ

フは、化石の名前を調べるだけでなく、

化石からいろいろなことが解ることを、

来館者のみなさんに知っていただ、こう

と思っています。みなさんも化石に関

する疑問があったら、博物館に問い合

わせて下さい。

標本です。このような作業は来館者の

みなさんは、あまり知らないと思いま

す。新しい博物館では、こうした普段

見られない、地道ですが、大切な仕事

もみなさんに知っていただ、こうと、こ

の部屋を作りました。

神奈川展示室神奈川県産の化石は

貝などの軟体動物からゾウやクジラと

いった大型の脊椎動物まで展示してい

ます。これらの化石は神奈川の大地の

形成の謎を解く、大切な鍵です。化石

から、神奈川県にはどの様な生物が生

息していたのか、また大昔の環境はど

の様であったか、現在とどの程度異な

るのか、みなさんに知っていただこう

と考えています。

研究活動

古生物のグループマは、化石のいろ

いろな見方を学んでいただくために、

化石を用いたローンキット(教材)の

開発を計画しています。本物の化石に

触れることで、地球の歴史、生物の進

化などが実感できるでしょう。このよ

うなローンキットを学校等の教育現場

で利用してもらい、より身近に自然科

中生代の海を泳いでいたステノプテリギウス。

展示のみどころ

生命展示室 1階の常設展示室では、

生命の誕生、進化、生命の多様性につ

いて、実物、レプリカを用いて解説し

ています。具体的には、水中生活から

陸上生活への脊椎動物の進化について、

中生代に陸、海、空に適応した恐竜な

どの限虫類、新生代に植物食に適応し

たゾウの仲間などを用いて、生物の多

様性について解説しています。

化石ラボ生命展示室の奥に、ガラ

ス窓の部屋があります。ここでは石や

地層の中から化石を取り出すクリーニ

ング作業を行う、化石ラボという部屋

です。研究で利用したり、展示してい

学を学んでいただければと考えていま

す。また個々の学芸員もそれぞれ自分

の興味を持っている研究テーマで、個

別の研究を行っています。

る化石は、クリーニング作業を終えた いろいろな形をした恐竜の頭脅。
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大きな角を持つオオツノジカ。

収蔵資料

古生物の数万点にも及ぶ収蔵資料は

県内外、国内外を問わず、学術的に貴

重な資料が収集されています。資料の

中には、博物館が独自に集めた資料の

ほかに、研究者の方々が集めたコレク

ションがあります。たとえば、 サメの

歯の研究者であるG.R. Case氏の古生

代から新生代までのサメの歯の化石コ

レクションは、質、量ともに第1級の

コレクションです。日本の植物化石の

コレクションとして故尾崎公彦氏のコ

レクションがあります。このコレクシ

ョンは、尾崎氏が収集した本州中部の

新生代第ヨヨの植物化石です。このほ

かに、楼井コレクション、永見コレク

ションなどがあります。また個人のコ

レクションとは異なりますが、 ドイツ

のメッセルやフeンデンバッハ、アメリ

カのホワイトリバーなど有名な化石産

地の資料も系統的に収集しています。
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ミュージアム・ライブラリー

と博物館情報システム

勝山輝男(当館学芸員)

ミュージアム・ライブラリー

ライブラリーと名前がついています

が、ミュージアム・ライブラリーは単

なる図書室ではありません。自然に関

するさまざまな情報のセンターであり、

自然を学ぶ人達のサロンと考えてい

ます。今はまだ、展示を見にきた人

がちょっと覗いていくケースが多い

のですが、いずれは、学習・研究の場と

して繰返し利用して欲しいととろです。

観察会で知り合った人、調べものをし

にきた人、アマチュアの研究グループp

の人などが集い、ライブラリーから自

然を学び、楽しむ人達の輸が広がるこ

とを期待しています。

動物、植物、化石、岩石、鉱物などに

ついて研究してみようという人、疑問

があるがと、うやって解決してよいかわ

からない人、とにかく自然が好きな人

は、じようずに博物館を利用してくだ

さい。動植物の図鑑、専門図書、学術雑

誌、同好会誌などは一般の図書館より

も充実しています。特に動植物の分類

学、種の識別に関することを扱ってい

るのは、県内では自然系の博物館だけ

です。

自分で調べてみて、解決しないとき

には学芸員に相談してください。何か

ヒントが得られるはずです。電話でも

手紙でも結構ですから遠慮なくアプ

ローチしてください。もちろん、直接

来館されても良いのですが、目的の分

野の学芸員が不在のこともありますか

ら、あらかじめ電話で予約をしてくだ

さい。

博物館情報システム

県立博物館での二十数年間の活動で

博物館資料の総数は40万点を越えま

した。館の活動が活発であればあるほ

ど、年間の資料の増加数もデータの変

更数も増えます。これを従来のカード

や目録で管理するのは困難です。まし

てや、そのデータを死蔵することなく

利用者に提供するのは不可能に近いこ

来館者の質問に応

える相談コーナー

と情報システムの

端末。

とです。そこで、資料の登録・更新を効

率よく行なうとともに、利用者には最

新のデータを提供できるように、コン

ビュータによる収蔵資料管理システム

を導入しました。まだ、データ入力が

不完全ですが、すでに維管束植物の

データは「神奈川県レッドデータ生物

調査」に、昆虫のデータは資料目録に

利用されています。

自然系博物館の場合、収蔵資料の大

部分は動物、植物、化石、岩石、鉱物な

どの標本です。標本のデータの基本は

「いつ、どこで、だれが、なにを」採集

したかです。これらの生のデータは研

究者にとっては大切なものですが、一般

の県民にはそのままではあまり利用価

値がありません。そこで、神奈川の自

然に関するコンビュータ図鑑を作成し、

収蔵資料のデータを分布情報として利

用することが企画されました。ミュー

ジアム ・ライブラリーにある3台のコ

ンビュータ端末で利用できる、 「神奈川

の自然:鳥・チョウ ・トンボ・植物」が

それです。植物では神奈川県植物誌調

査会の活動により、県内に新たな分布

が見つかると、ただちに標本が博物館

に収められ、収蔵資料管理システムに

登録される仕組ができあがっています。

利用者は端末から植物の生態写真や解

説とともに最新の分布図を見ることが

できるはずでした。しかし、残念なが

ら予算上の制約で、開館時には収蔵資

料のデータから分布図を作成するシス

テムが導入できませんでした。メニコー

ーを増やすことも含めて今後の課題と

考えています。

今回の情報システムでは画像情報が

かなり高速に登録、表示できるように
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なりました。画像情報の利用の試みと

して、スキューパ ・ダイビングなどで

撮影された魚の写真をデータベース化

し、写真のデータを分布情報とすると

ともに、液浸標本ではわからない生時

の色彩を研究に利用することが企画さ

れました。この計画が成功するために

は、魚の写真を撮影される方が多数、

参加してくれなければなりません。そ

こで、パソコン通信のKネット上に「あな

たも魚の研究に参加してみませんか」と

いうフォーラムを聞き、呼びかけてい

ます。将来は自前でパソコン通信のセ

ンターも聞き、神奈川の自然に関する

情報センターとしての機能を充実させ

たいと考えています。

魚の写真募集中です!

博物館では魚類写真資料データベー

ス構築のため、さまざまな魚の写真を

集めています。これらの写真は、被写

体の色や形、撮影地、撮影環境、撮影

日などの属性データを分析して魚類の

分類や分布、生態などの研究に利用し

たり、博物館情報システムによる館内

での一世公開、パソコン通信を通じた

画像や属性情報の館外への公開、展示

ソフトの開発、講演や講座での利用な

ど、さまさやまな博物館活動に活用され

ます。あなたが提供した写真が魚の研

究はもちろんのこと、広く社会に役立

てられるのです。ダイビングで撮影し

た水中写真、釣った魚のスナップ写真、

飼育している愛魚の写真など、お持ち

の写真をデータとともに博物館宛にお

送り下さい。皆さんからのご連絡をお

待ちしています。

瀬能宏(当館学芸員)
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催しもののご案内
1. r先生と地域リーダーのための博物館見学」
日時 :8月1日ωく)13 ・∞~15 ・ 30

6.かながわ県民アカデミー 「イネ科植物入門」

実施場所:博物館講義室

案 内:当館学芸員問中徳久・山下浩之

対 象 :学校の教員および地域の子供会等のリーダー、 50名抽選
募集期間 :6 月 27 日 ~7 月 18 日

2. r第一回貝化石に名前を付けよう」
日時 :8月9日(水)13 :∞~15:30 
実施場所:博物館実習実験室

案 内:当館学芸員松島義章 ・棒創 ・大島光春

対 象-小・中学生、 30名(抽選)
募集期間 :7 月 11 日 ~8 月 1 日
3. r第二回貝化石に名前を付けよう」

日時 :9月 3日(日)13 :∞~15:30 
9月10日(臼)13 ・ 0ひ~15 ・ 30

9月15日也)13: OO~ 15 : 30 
9月16日仕)1O :00~15:30 
9月30日比)1O :00~15:30 
10月 8日(日)13: OO~ 15 : 30 

実施場所:博物館実習実験室および野外(場所は調査中)

案 内当館学芸員木場英久・勝山輝男・田中徳久

*他に外部講師も予定

対 象県内在住および在勤の成人、 40名(抽選)
募集期間 8 月 1 日 ~8 月 22 日

日 時 :8月25日憧)13 ・∞~15:30 7. rくだものウオッチングJ(室内学習)
実施場所:博物館実習実験室 日 時ー 10月14日(土)13 ・∞~15 ・ 30
案 内:当館学芸員松島義章 ・樽倉Ij.大島光春 実施場所:博物館実習実験室

対 象:小・中学生、 30名(抽選) 案 内:当館学芸員勝山輝男・木場英久 ・田中徳久

募集期間 :7 月 25 日 ~8 月 15 日 対 象:小・中学生、 40名(抽選)
4. r博物館探検隊」 募集期間 :9 月 12 日 ~10 月 3 日
日 時 :8月26日比)10 :∞~15:∞ 
実施場所:博物館講義室 応募方法
案 内:当館学芸員田中徳久・奥野花代子

対 象:小 ・中学生、 50名(抽選)
募集期間 :7 月 25 日 ~8 月 15 日

5 水辺の動物ウオッチング
日時 :9月9日(土)10 : OO~ 15 : 00 
実施場所-松田町(予定)

案 内当館学芸員新井一政 ・高桑正敏 ・瀬能宏

対 象:小・中学生、 50名(抽選)
募集期間 :8 月 8 日 ~8 月 29 日

館の活動

1995年 l月 1日 組織 ・体制確立

3月 16日 神奈川県立生命の星 ・地球博物館概要書発行

3月 18日 内覧会(報道関係)

3月 19日 内覧会(一般)

3月 20日開館式典

3月 20日 神奈川県立生命の星・地球博物館展示解説書発行

3月 21日 一般公開

3月 28日 神奈川県立博物館研究報告自然科学24号発行

参加費 :原則として無料ですが、かながわ県民アカデミーは、

受講料4120円が必要です。
申込方法:往復はがきに参加行事名、参加代表者の住所、氏名、

電話番号、参加者全員の氏名と年齢を明記して期間内

に下記に申し込み下さい。

申込先.〒250 小田原市入生田499 生命の星・地球博物館
TEL 0465-21-1515 FAX 0465-23-8846 

3月 31日 神奈川県立博物館調査研究報告(自然科学)第7号

一神奈川県レッドデータ生物調査報告書一発行

化石ウオッチング (4月8日)。

3月 31日 神奈川県立博物館自然部門資料目録第8号

一阿部光典ゲンゴロウ類コレクション目録一発行

4月 8日 化石ウオッチング開催(野外観察会)

場所:足柄市地蔵堂付近

申込者:80件 213名(募集人員 :50名)

参加者:14件 41名(参加受付:17件 50名)

4月 22日 化石ウオッチングの選外者を対象にして開催(室内学習会)

場所:当館講義室

参加者:22件 60名(参加対象:63件 163名)

4月 29日 開館記念講演会 「地球を歩いてみませんかJ

場 所:当館ミュージアムシアター

聴講者 :281名

5月 7日 一般公開以来、入館者10万人達成

5月 13日 磯の動物ウオッチング開催(野外観察会)

場 所:真鶴町真鶴半島

申込者:159件 467名(募集人員:50名)

参加者:12件 32名(参加受付:17件 56名)
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磯の動物ウオッチング (5月 13日)。

自然科学のとびら

第1巻第1号(通巻第l号)

1995年6月15日発行
発行所神奈川県立生命の星・組球博物館

干250神奈川県小田原市入生田499番地

τEL0465-21-1515: FAX0465-23-8846 
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